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地域の問題を身近なところで解決へ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も「
生
活
者
」「
納
税

者
」「
消
費
者
」「
働
く
者
」の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、地
方
分
権
、地
域
主

権
を
重
ん
じ
る
愛
知
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。私
自
身
が
目
指
す
も

の
は
、こ
の
十
一
年
間
変
わ
る
こ
と
な
く
、勤
労
者
の
立
場
に
立
っ
て
県

民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、地
方
分
権
、地
域
主
権
を
進
め
、共
生
社
会
を

つ
く
る
た
め
、未
来
へ
の
責
任
と
持
続
可
能
な
成
長
で
き
る
愛
知
を
目

指
し
ま
す
。そ
の
た
め
の
進
む
道
と
し
て
、理
念
と
方
向
性
を
共
有
で

き
る
同
志
と
し
て
、私
た
ち
地
方
議
員
が
主
体
と
な
る
愛
知
の「
地
域

政
党
」（
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
）を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。あ
ら
た

め
て
、地
域
を
歩
い
て
有
権
者
、県
民
の
声
を
シ
ッ
カ
リ
聞
き
、地
域
の

問
題
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
解
決
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
声
に
、こ
れ
ま

で
以
上
に
お
応
え
で
き
る
今
後
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
二
月
定
例
愛
知
県
議
会
の
農
林
水
産
委
員
会
で
は
国
連
の
持
続

可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
で
世
界
の
食
料
廃
棄
の
半
減
が
も
と
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、天
候
等
に
生
産
高
が
左
右
さ
れ
野
菜
の
市
場
価
格
が

著
し
く
低
落
し
た
時
の
交
付
実
績
と
愛
知
県
内
の
野
菜
の
有
効
利
用
事

例
を
質
問
し
ま
し
た
。ま
た
、食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
庁
内
連
絡
会

議
で
の
農
林
水
産
部
発
言
内
容
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
市
に
関
す
る
質
問
と
し
て
、瀬
戸
市
北
部
地
域
で
計
画
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て
農
林
水
産
員
会
で
森
林
法
の
技
術

基
準
根
拠
に
つ
い
て
、東
京
大
学
生
態
水

文
学
研
究
所
か
ら
聞
き
取
り
し
た
観
点
か

ら
質
問
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
声
を
も
と
に
日
々
の
活
動
に
力

を
入
れ
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

分
裂
避
け
自
ら
の
力
で
地
域
政
党
へ

　愛知県12月定例議会は12月1日から12月
2 0日まで開かれました。今議会では総額
約47億422 0万円の補正予算と条例関係あ
わせ47件の議案が提案され、可決成立しまし
た。補正予算の内容は、国立長寿医療研究セ
ンターの機能強化に向けた建設計画や資金
調達手法等について県として新たな発想で支
援するための調査費、航空宇宙産業における
県内企業の海外販路開拓支援費、蟹江警察
署建設工事の入札不調に伴う債務負担行為
限度額の増額などです。特に、国立長寿医療
研究センター支援のための調査費は、本県と
して認知症に理解の深いまちづくりの実現を

目指すオレンジタウン構想の中核をなすセ
ンターの国による建て替えが滞っている現
状の進展を目指すものです。
　補正予算案以外の議案としては、国民健
康保険事業費納付金の徴収に関する条例
の制定、桃花台ニュータウンのタウンセンタ
ー施設にかかる土地信託契約に基づく県
が有する信託受益権の売却、収用委員会
の委員の任期満了及び予備委員の辞任に
伴う後任者の選任などが可決成立。私学助
成拡充の請願2件のほか、民進党から提案
した「教職員定数改善」「中小企業における
人材確保」の意見書などが採択されました。

県政レポート
Minshin Press

 11月30日（木）、県営名古屋空港内に「あいち航空
ミュージアム」がオープンしました。
　このミュージアムは、アジアで随一の集積を誇る
愛知の航空機産業のシンボルとして、「情報発信」、
「産業観光」、「人材育成」の３つの柱をコンセプト
に、愛知県が構想から約４年をかけて整備を進めて
きたものです。
　館内には、名古屋空港で初飛行した国産旅客機
YS-11など、愛知ゆかりの機体を中心にした実機の
展示のほか、日本の航空史に残る航空機100機を25
分の1スケールで再現した超精密模型の展示、パイ
ロット等の職業体験、上空を飛んだ気分でこの地域

ラグビーワールドカップ2019
豊田での試合日程決まる

旧産総研瀬戸サイトの陶磁器研究財産の利活用

の風景を楽しむことができる「フライングボックス」
など、見て、触って、楽しめるコンテンツが揃っていま
す。皆さまのご来場お待ちしております。

開館時間
休 館 日
入 館 料

公共交通
自家用車

:

:

:

:

:

10時～19時（最終入場は18時半）
火曜日（祝日または振り替え休日の場合は翌日）
1,000円（高校・大学生800円、小・中学生500円、
　　　　 団体割引あり）
名駅・栄から「あおい交通」「名鉄バス」
エアポートウォーク駐車場か県営名古屋空港
駐車場をご利用ください。

　2年後の2019年に、豊田スタジアムを始め全国12会場でラグビーワールドカッ
プが開催されます。11月2日に48試合全ての試合日程と会場が発表されました。
　地元の豊田スタジアムでは、世界最高レベルのビッグマッチ４試合が決定しま
した。9月23日に世界ランク7位の強豪、英国ウェールズ戦、28日には前回大会で
日本が破った世界5位の南アフリカ戦が開催されます。そして、10月5日には
我らの日本代表の試合が開催されることになり、12日には現在世界ランク１位で
あり、「オールブラックス」の愛称のニュージーランド戦も開催されます。
　豊田スタジアムでの試合は全て祝日、土曜日で、観戦には最適な日程です。
世界三大スポーツ大会の一つと言われるラグビーワールドカップ、今から楽しみ
ですね。

　国立研究開発法人 産業技術総合研究所中部センターが保有する釉薬
テストピース並びに関連電子データベースの愛知県への譲り渡しに対し
て、愛知県と岐阜県に2分割して譲渡されることが昨年10月11日に中部
センターより回答されました。釉薬テストピースを比較的近傍にある瀬戸と
多治見という陶磁器生産地に分散させることにより、利用者の増加が
見込まれ、結果的に利便性の向上が望めるものとされ、瀬戸窯業技術セン
ターと岐阜県セラミック研究所それぞれで活用されます。来年度以降は
愛知県瀬戸窯業技術センターにおいてデータベース化の継続と利活用と
して、（1）釉薬の研究開発の基礎資料として利用し、（2）技術相談・指導
の実物見本としても利用し、地場産業に貢献していく方針です。

県
民
の
幸
せ
に
つ
な
ぐ
愛
知
の
実
現

〒４89‐0881 瀬戸市熊野町83番地の8（尾張瀬戸税務署南隣）
TEL（0561）85‐5195  FAX （0561）82‐1375
E-mail:masanari@nagae.info
URL:http: //www.nagae.info



天
野
正
基 

政
策
調
査
会
長

（
12
月
5
日
、本
会
議
）

（
小
牧
市
、3
期
）

民
進
党
代
表
質
問
か
ら

民
進
党
代
表
質
問
か
ら

民
進
党
代
表
質
問
か
ら

県
有
財
産
の
有
効
活
用
、県
税
収
入
未
済
額
の
縮
減
と

い
っ
た
自
主
財
源
の
確
保
や
事
務
事
業
の
見
直
し
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も
に
通
常
の
県
債
残
高
は
引
き
続
き
抑
制
を
図
る

な
ど
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
歩
み
を
進

め
て
い
く
。

知 

事

持
続
可
能
な
財
政
に
向
け
た

行
財
政
改
革

詳
し
く
は
愛
知
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/
g
ik
a
i/

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
普
及

啓
発
や
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と
で
、健
康
寿
命
を
伸
ば
し
自

ら
の
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
生
涯
現
役
社

会
、す
べ
て
の「
人
が
輝
く
愛
知
」の
実
現
を
め
ざ
す
。

知 

事

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

義
務
教
育
段
階
か
ら
高
校
卒
業
に
至
る
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
指
導
や

進
路
選
択
の
た
め
の
教
育
環
境
整
備
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
。

知 

事

女
性
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
対
す
る
前
向
き
な
意
識

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
企
業
に
お
け
る
長
時
間
労
働
の
是
正
は
も

と
よ
り
短
時
間
勤
務
制
度
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
柔
軟
な
働
き
方

の
導
入
、ま
た
男
性
の
家
事
参
加
、育
児
参
加
の
促
進
、そ
し
て
社

会
全
体
で
の
子
育
て
支
援
な
ど
総
合
的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
。

知 

事

女
性
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り

第
３
次
あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、地
震
か
ら
県
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
強
靱
な
県

土
づ
く
り
を
目
指
し
着
実
に
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
。

知 

事

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て

123456789

外
国
人
児
童
生
徒
の
教
育

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
は
、県
民
の
皆
様
へ
の
啓
発
を
始

め
、食
品
の
有
効
活
用
や
食
育
の
推
進
な
ど
様
々
な
取
組
が
必
要
、

県
と
し
て
今
後
も
企
業
や
関
係
団
体
、市
町
村
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

知 
事

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

海
外
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、ア
ジ
ア
の
有
望
国
で
の

「
愛
知
フ
ェ
ア
」の
開
催
が
一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
輸
出
に

意
欲
が
あ
る
事
業
者
を
対
象
に
国
内
で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な
食

品
展
示
会
や
花
き
商
談
会
へ
の
出
展
を
支
援
し
、海
外
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
を
確
保
す
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

知 

事

あ
い
ち
産
農
林
水
産
物
の
需
要
拡
大

10
有
料
道
路
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

沿
線
開
発
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
は
、県
と
公
社
が

進
捗
状
況
を
定
期
的
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、県
庁
内
に
部
局
横

断
的
な
連
絡
調
整
会
議
を
設
置
し
、事
業
化
に
向
け
た
手
続
き
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、県
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

有
料
道
路
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、約
３０
年
間
に
わ
た
る
長
期
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、民
間
に
よ
る
適
切
な
運
営
は
も
と
よ
り
、地
域
活
性

化
事
業
の
効
果
が
道
路
利
用
者
や
地
域
に
一
層
広
が
っ
て
い
く
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、こ
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を

「
愛
知
モ
デ
ル
」と
し
て
国
内
外
の
イ
ン
フ
ラ
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

広
め
て
い
く
。

知 

事

有
料
道
路
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

の
今
後

各
界
に
多
彩
な
人
脈
を
持
ち
、Ｉ
Ｔ
に
も
造
詣
が
深
い

津
田
芸
術
監
督
の
知
見
を
生
か
し
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
、

わ
か
り
や
す
い
作
品
解
説
の
導
入
や
祝
祭
感
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
を
検
討
、「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９
」が

新
た
な
驚
き
や
感
動
に
満
ち
た
魅
力
溢
れ
る
芸
術
祭
と
な
る
よ

う
し
っ
か
り
と
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

知 

事

「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９
」

に
向
け
て

開
催
都
市
と
し
て
、豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
レ
ー
す
る

各
国
代
表
選
手
が
持
て
る
力
の
全
て
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、最
高

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、国
内
外
か
ら
の
観

戦
客
の
誘
客
、お
も
て
な
し
に
地
域
を
挙
げ
て
取
り
組
み
感
動
を

呼
び
起
こ
し
記
憶
に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
進
め

て
い
く
。

知 

事

豊
田
で
の「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

準
備
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
整
備
を

民
進
党
一
般
質
問
か
ら

民
進
党
一
般
質
問
か
ら

　
浅
井
よ
し
た
か

議
員（
豊
橋
市
、3

期
）は
、「
愛
知
県

の
国
際
化
に
対
応

し
た
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
」、

「
農
業
高
校
に
お
け
る
6
次
産
業
化
教
育

の
充
実
に
つ
い
て
」、「
地
域
医
療
の
連
携

推
進
に
つ
い
て
」の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　

近
年
、急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い

増
加
す
る
外
国
人
社
員
の
子
弟
や
帰
国
子

女
の
教
育
環
境
と
し
て
、小
中
学
校
や
県

立
高
校
の
空
き
教
室
を
活
用
し
た
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
整
備
を
提
案

し
た
の
に
対
し
、政
策
企
画
局
長
は
、今
後

関
係
部
局
や
経
済
界
、市
町
村
と
の
連
携

を
図
り
、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

民進あいち県政レポート

愛
知
県
議
会

録
画
・
録
音
は

検
索

ル
の
充
実
に
取
り
組
む
と
答
弁
し
た
。

　

ま
た
、6
次
産
業
化
教
育
の
充
実
に
関

す
る
質
問
で
は
、教
育
長
は
答
弁
で
、浅
井

議
員
が
提
案
し
た
経
営
的
視
点
に
立
っ
た

よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
6
次
産
業
化

教
育
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
32
年
度
か

ら
渥
美
農
業
高
校
に
お
い
て
モ
デ
ル
的
に

模
擬
会
社
の
取
組
な
ど
を
実
施
し
て
生
徒

の
や
る
気
を
引
き
出
し
、地
域
の
農
業
を

担
う
人
材
育
成
に
繋
げ
た
い
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　
福
田
よ
し
お
議

員（
日
進
市
・
東
郷

町
、１
期
）は
、行

政
効
率
と
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
広
域
行
政

の
推
進
す
る
為「
水
道
の
広
域
化
」と

「
消
防
の
広
域
化
」に
つ
い
て
、一
部
事
務

組
合
や
広
域
連
合
の
現
状
と
今
後
の
方
向

性
を
質
し
た
。特
に「
消
防
の
広
域
化
」で

大
規
模
災
害
時
に
市
町
村
と
緊
密
な
連
携

や
人
事
交
流
な
ど
で
、災
害
時
に
切
れ
目

の
な
い
対
応
と
情
報
共
有
が
必
要
と
提
言

し
、「
愛
知
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」に

基
づ
き
、県
内
の
消
防
力
の
強
化
を
図
る

と
答
弁
を
得
た
。

　

ま
た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
中
、東
海
地
震
の
予
測
が
困
難

と
な
り
、予
知
前
提
の
防
災
体
制
か
ら
突

発
災
害
に
対
応
す
る
た
め「
初
動
体
制
の

強
化
」を
提
言
し
た
の
に
対
し
、防
災
局
長

は
、市
町
村
及
び
消
防
本
部
等
と
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、初
動
時
、危
機
管
理

担
当
幹
部
を
含
む
宿
日
直
職
員
及
び
緊
急

登
庁
指
定
職
員
で
応
急
的
な
体
制
で
対
応

す
る
と
の
答
弁
し
た
。

　

名
古
屋
東
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、国
道
1
5
3
号
豊
田
西
バ
イ
パ
ス
の

6
車
線
化
な
ど
機
能
強
化
と
地
域
高
規
格

道
路「
名
古
屋
豊
田
道
路
」及
び「
都
市
計

画
道
路
」の
整
備
実
現
を
強
く
要
望
し
た
。

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

早
期
導
入
」と

知
事
確
約

　
永
井
雅
彦
議
員

（
刈
谷
市
、2
期
）

は
、長
時
間
労
働
の

是
正
に
向
け
て
罰

則
付
き
の
時
間
外

労
働
の
限
度
を
定

め
る
法
改
正
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
う

え
で
、３６
協
定
な
ど
法
令
遵
守
に
対
す
る

普
及
啓
発
ツ
ー
ル
の
作
成
や
、中
小
企
業

に
身
近
な
存
在
で
あ
る
商
工
会
議
所
と
連

携
し
た
展
開
と
実
効
性
を
点
検
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
提
案
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
県
は
、働
き
方
改
革
の
重

要
性
が
高
ま
る
中
、長
時
間
労
働
の
是
正

は
社
会
と
し
て
取
組
む
べ
き
喫
緊
の
課

題
、３２
万
事
業
場
を
も
つ
県
内
企
業
を
対

象
に
３６
協
定
締
結
な
ど
の
法
令
遵
守
を
周

知
、広
報
す
る
た
め
、わ
か
り
や
す
い
ツ
ー

ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、商
工
会
議
所

と
連
携
し
た
取
組
と
四
半
期
ご
と
に
企
業

2,
0
0
0
を
対
象
と
す
る
中
小
企
業
景
況

調
査
や
訪
問
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
活
用
し
、取

組
状
況
の
把
握
に
も
前
向
き
に
検
討
を

進
め
、深
刻
な
人
手
不
足
問
題
を
抱
え
る

中
小
企
業
の
魅
力
づ
く
り
向
け
て
働
き

方
改
革
推
進
、長
時
間
労
働
是
正
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
と
答
弁
し
た
。

　

鳴
海
や
す
ひ
ろ

議
員（
中
村
区
、1

期
）は
、障
害
や
外

見
で
は
わ
か
ら
な

い
内
部
疾
患
を
持

っ
た
方
へ
の
認
知
・

理
解
促
進
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

　

平
成
２４
年
か
ら
東
京
都
で
配
布
が
始
ま

っ
た「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」は
現
在
、全
国
１３

の
都
道
府
県
、１８
の
市
町
村
で
実
施
・
配
布

さ
れ
て
お
り
、援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く

い
方
が
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

周
囲
に
知
ら
せ
る
た
め
の
有
効
な
手
段
。

経
済
産
業
省
が
今
年
の
７
月
に
案
内
用
図

記
号
を
規
定
す
る
国
内
規
格「
J
I
S
」に

追
加
し
た
こ
と
で
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
全

国
共
通
の
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。名
古
屋
市

で
は
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
独
自

の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
作
成
、１０
月
か
ら
配

布
し
、市
バ
ス
内
等
で
啓
発
活
動
も
既
に

始
ま
っ
て
い
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
ア
ジ
ア

競
技
大
会
の
開
催
に
よ
り
、今
後
国
内
外

か
ら
障
害
の
あ
る
方
も
含
め
て
、多
く
の

方
々
が
本
県
を
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。そ
ん
な
中
、本
県
で
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

へ
の
認
知
度
の
低
さ
、取
組
み
が
進
ま
な

い
現
状
を
問
題
視
し
、早
期
の
導
入
を
求

め
た
。こ
れ
に
対
し
知
事
は「
市
町
村
と
連

携
し
て
、で
き
る
限
り
早
く
導
入
す
る
」と

答
え
た
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
の

被
害
者
支
援
を

水
道
・
消
防
は

広
域
行
政
で
推
進

長
時
間
労
働
の

是
正
取
り
組
み
を

提
案

　
谷
口
知
美
議
員

（
昭
和
区
、3
期
）

は
、「
魂
の
殺
人
」

と
も
言
わ
れ
る
被

害
者
の
心
身
に
大

き
な
傷
を
残
す
性

犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

質
問
。本
県
の
性
犯
罪
被
害
の
認
知
件
数

は
、平
成
28
年
中
4
1
7
件
で
月
平
均
約

34
件
、検
挙
率
は
約
66
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
警
は
、性
犯
罪
の
被
害
者
は
、精
神

的
シ
ョ
ッ
ク
や
羞
恥
心
か
ら
警
察
へ
の

被
害
申
告
を
た
め
ら
う
こ
と
が
多
い
た

め
、被
害
の
潜
在
化
に
よ
る
被
害
の
拡
大

防
止
を
図
る
べ
く
、全
国
共
通
の
電
話
番

号「
♯
8
1
0
3
」や「
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
あ
い
ち
」で
相
談
体
制
の
強
化

を
図
る
と
し
た
。

　

健
康
担
当
局
か
ら
は
、看
護
師
が
被
害

者
の
支
援
を
行
え
る
よ
う
、愛
知
県
看
護

協
会
と
連
携
し
て
研
修
会
を
開
催
し
て
い

く
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、県
民
生
活
部
は
、現
在
改
訂
を

進
め
て
い
る
次
期
地
域
安
全
戦
略
で
、

主
要
事
業
に「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の

た
め
の
支
援
」を
新
た
に
盛
り
込
み
、啓
発

カ
ー
ド
の
作
成
、「
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
」で
の

企
画
展
示
な
ど
を
新
規
に
行
う
と
と
も

に
、犯
罪
被
害
者
等
の
実
態
調
査
、支
援
策

の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
く
と
し
た
。

ヘルプマーク

　地方自治法70周年を記念して12月8日、地方分権
改革有識者会議座長の神野直彦・東大名誉教授が
愛知県議会で講演した。神野教授は財政学、地方財
政論の第一人者で、東大卒業後、名古屋で日産自動車
のセールスマンを経験したこともある異色の学者。
　神野教授は、1994年に衆参両院で「地方分権推
進決議」が全会一致で可決されてから20年を振り返
り、機関委任事務の廃止や税源移譲など、さまざま
な分権改革に取り組んできたが、そもそも地方分権
の目的であったはずの「国民のゆとり、豊かさが実感
できる社会」「東京一極集中を排除し、足腰を強めて
自立できる自治体」からは、逆行する現象が起きてし
まった、と嘆く。世界的にも、グローバリズムの席巻と
その反動の中で、憎悪と暴力が溢れ出し歴史の方向
性が喪失しつつあると危機的状況を指摘した。
　そんな今だからこそ、地方分権改革の「点＝原点」
を再確認し、これまでの「上からの改革」を「下から
の改革」へと転換し、国に対する自治体という「団体
自治」から、地域民主主義を基盤とする「住民自治」
の充実を図っていかなければならないと力説。国民
一人ひとりが観客としてでなく問題解決者として
行動することの重要性を指摘した。

地方分権の

みつめて
神野直彦教授が講演

“原点”
地方分権の

みつめて
“原点”
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